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市区町村広報紙の副詞と用字

斎 藤 達 哉＊

１．はじめに

本稿は，公共性の高い情報媒体における表記の在り方に関する研究に資

する目的で，市区町村の広報紙に用いられた「副詞」の表記について調査

・報告するものである。

表記の問題の背景として，２０１０年１１月に常用漢字表が改定され，今後，

文化審議会国語分科会で「公用文の表記」の検討が予想されることが挙げ

られる。本稿では，公共性の高い情報媒体である市区町村の広報紙を公用

文の一つとして捉え，その表記の実態を調査・報告する。それとともに，

広報紙の用字のよりどころとしてどの程度の範囲を覆うものが必要なのか

を考える材料を提供したい。

以下，２．では，調査対象とした広報紙のサンプリングの概要を説明する。

３．では，広報紙名を分析対象にして使用文字種の指向について考える。４．

では，広報紙が特に配慮している読者層について調査結果を示す。

５．～７．では，公用文の用字との比較において，広報紙の副詞が平仮名表

記に傾斜していることについて報告する。８．では，広報紙の記事内容と副

詞の表記の揺れとの関係について報告する。

なお，本稿で副詞を取り上げたのは，次のような理由からである。実質
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的な意味を有する語（名詞，動詞など）の場合，使用頻度は記事内容の影

響を大きく受ける。一方，記事内容の影響を受けにくい助詞，助動詞の場

合，表記（漢字で書くか，仮名で書くか）はほぼ固定しており，揺れの問

題は生じない。自立語の中で，記事内容に比較的左右されにくく，かつ，

表記の揺れが生じがちなのは，副詞，連体詞，接続詞である。そこで，広

報紙で語数が多かった副詞を取り上げることにした。

２．調査対象とした広報紙

２．１．市区町村の抽出方法

調査対象とした広報紙は，サンプリングを経て選んだものである。まず，

サンプリングによって市区町村（地点）を抽出し，その市区町村で配布さ

れている広報紙を収集するという方法をとった。

市区町村は，独立行政法人統計センターが公開する「e-Stat」（http : //

www.e-stat.go.jp）による２００８年１２月１日現在の統計データに基づいている。

市区町村のサンプリング方法は，以下の方針によって，１００市区町村を抽

出した。この方針は，文化庁「国語に関する世論調査」で用いられている

ものと同等である。

（１）全国の市区町村を，都道府県単位として，北海道，東北，関東，北陸，中

部，近畿，中国，四国，九州沖縄の９ブロックに分類する。

（２）各ブロックを，更に都市規模によって，�大都市（東京都区部，政令指定

都市），�人口１０万人以上の市，�人口１０万人未満の市，�町村に分類する。

（３）地区・都市規模別各層における人口比に基づき，１００市区町村を抽出する。

なお，サンプリングに用いた数値は，表１に示す。
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２．２．広報紙の抽出方法

広報紙は，サンプリングによって抽出された１００市区町村において，２００８

年中に配布されたものを対象とした。市区町村（地点）数は１００であるが，

その地点が政令市のときは，市版と区版とが配布されることがある。その

ため，地点数よりも多い１０９種の広報紙が調査対象となった。

広報紙１種ごとに，２００８年発行分から分析対象とする号を無作為で選び，

広報紙１種につき６万字分を電子テキスト化した（入力が号の途中で終わ

ることのないようにしたため，６万字を超えた広報紙もある）。

２００８年１２月１日現在

①
大都市

（東京都区部，
政令指定都市）

②
人口１０万人
以上の市

③
人口１０万人
未満の市

④

町・村
市区町村計

北海道
ブロック

人口（人） １，８８０，８６３ １，５８０，２１１ １，０４２，５５０ １，１２４，１１３ ３，７４６，８７４

人口比（％） １．５１％ １．２７％ ０．８４％ ０．９０％ ３．０１％

市区町村数 １０ ８ ２６ １５１ １８５

市区町村抽出数 ２ １ １ １ ３

東北
ブロック

人口（人） １，０２５，０９８ ３，７８７，６３５ ２，８８８，１０４ １，９３４，０８０ ８，６０９，８１９

人口比（％） ０．８２％ ３．０５％ ２．３２％ １．５６％ ６．９３％

市区町村数 ５ １８ ５６ １５５ ２２９

市区町村抽出数 １ ３ ２ ２ ７

関東
ブロック

人口（人） １４，１６９，９１４ １７，６８２，４３８ ５，８９８，６７６ ２，４１６，７９７ ２５，９９７，９１１

人口比（％） １１．４０％ １４．２３％ ４．７５％ １．９４％ ２０．９２％

市区町村数 ６４ ８２ ９３ １３２ ３０７

市区町村抽出数 １１ １４ ５ ２ ２１

北陸
ブロック

人口（人） ８１３，８４７ ２，２４５，４４２ １，９７４，０３９ ５０５，４７８ ４，７２４，９５９

人口比（％） ０．６５％ １．８１％ １．５９％ ０．４１％ ３．８０％

市区町村数 ８ １０ ３８ ３３ ８１

市区町村抽出数 １ ２ ２ ０ ４

中部
ブロック

人口（人） ３，７３２，８１７ ７，７２９，１１６ ４，５０６，３２２ ２，１２２，５２３ １４，３５７，９６１

人口比（％） ３．００％ ６．２２％ ３．６３％ １．７１％ １１．５５％

市区町村数 ２６ ４０ ８２ １５４ ２７６

市区町村抽出数 ３ ６ ４ ２ １２

近畿
ブロック

人口（人） ６，４５９，９８１ ８，８４４，６３９ ４，２９９，９４２ １，２８８，５０５ １４，４３３，０８６

人口比（％） ５．２０％ ７．１２％ ３．４６％ １．０４％ １１．６１％

市区町村数 ５１ ３７ ７０ ９４ ２０１

市区町村抽出数 ５ ７ ３ １ １１

中国
ブロック

人口（人） １，１５４，３９１ ４，３１５，０５５ １，５２７，１３２ ６７９，１６９ ６，５２１，３５６

人口比（％） ０．９３％ ３．４７％ １．２３％ ０．５５％ ５．２５％

市区町村数 ８ １９ ３４ ５６ １０９

市区町村抽出数 １ ３ １ １ ５

四国
ブロック

人口（人） ０ ２，０７１，２７６ １，３４１，７９９ ６７３，３８２ ４，０８６，４５７

人口比（％） ０％ １．６７％ 1.08％ ０．５４％ ３．２９％

市区町村数 ０ ８ ３０ ５７ ９５

市区町村抽出数 ０ ２ １ １ ４

九州沖縄
ブロック

人口（人） ２３９，８０４ ５，５８４，６５４ ４，３２１，５５６ ２，４１３，５１４ １２，３１９，７２４

人口比（％） 0.19％ ４．４９％ ３．４８％ １．９４％ ９．９１％

市区町村数 １４ ２４ ９１ １７３ ２８８

市区町村抽出数 ０ ４ 3 ２ ９

全 国

人口（人） ２９，４７６，７１５ ５３，８４０，４６６ ２７，８００，１２０ １３，１５７，５６１ ９４，７９８，１４７

人口比（％） ２３．７２％ ４３．３２％ ２２．３７％ １０．５９％ ７６．２８％

市区町村数 １８６ ２４６ ５２０ １００５ １，７７１

市区町村抽出数 24 ４２ ２２ １２ １００

表１ 市区町村数とサンプリング数
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（イ）
漢字のみ
16％

（カ）
地名なし
6％

（オ）
複数の分
字種
5％

（ア）
平仮名のみ
73％

３．広報紙タイトルに見る使用文字種の指向

３．１．紙名中の地名表記と文字種

１００市区町村で配布される１０９種の広報紙について，紙名中の地名表記に

使用されている文字種を調査したところ，次のような結果になった。

◇紙名中の地名表記に使用されている文字種

（ア）漢 字のみ…………………………１７タイトル１）

（イ）平仮名のみ…………………………８０タイトル２）

（ウ）片仮名のみ………………………… ０タイトル

（エ）ローマ字のみ……………………… ０タイトル

（オ）複数の文字種３）

・漢字と平仮名………………… ２タイトル

・漢字と片仮名………………… １タイトル

・漢字とローマ字……………… １タイトル

・平仮名ローマ字……………… ２タイトル

（カ）地名は含まれていない…………… ６タイトル４）

割合で見ると，約７割の広報紙がタイトル中の地名を「平仮名のみ」で

表記していることが分かる（図１参照）。

図１ 広報紙名中の地名に用いられた文字種
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３．２．文字種のイメージについてのアンケート調査

広報紙タイトル中の地名の表記として，平仮名が好まれる理由は何であ

ろうか。このことについて，１０９種の広報紙を対象に質問紙調査を行った。

質問の内容は，「広報紙の紙名中で市区町村名が漢字，平仮名，片仮名，

ローマ字で記される場合，その文字種を用いている理由は何か」で，２００９

年６月９日付けの郵送で依頼し，同年９月２８日までに９１の回答（回収率

８３．５％）が得られた。

回答は自由記述であったが，回答内容は以下にまとめたように幾つかの

クループに分けられる（括弧内の数字は回答件数。複数回答可）。

平仮名を用いた理由として多かったのは「� 親しみがもて，愛着を感

じるため」「� 柔らかい・ソフトな印象であるため」で，平仮名のもつイ

メージに着目しての使用が目立った。

◇平仮名を用いた場合の理由

� 親しみがもて，愛着を感じるため（３４）

� 柔らかい・ソフトな印象であるため（２４）

� 分かりやすいため（１７）

� デザイン性を重視したため（５）

� 優しい印象であるため（３）

� 語呂合わせをしたため（２）

� 温かみがあるため（２）

漢字と比較すると平仮名は，親しみや愛着を感じられがちで，柔らかく

ソフトな印象をもつものとして好まれている。その理由として，

・暖か味のある平仮名を用いることで，小さなお子さんから高齢者の方まで広く

親しみやすい広報紙にしたいから〔広報みぶ〕

のように《読者の世代を広く設定していること》が挙げられた。

また，

・世代を超えて広く親しまれるよう，簡易な表現の紙面編集に努めている象徴と
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して平仮名を用いている〔広報いちかわ〕

のように《分かりやすい紙面の象徴として用いていること》も挙げられた。

なお，「� 分かりやすいため」には，以下のように誤読を避けるための

実用的手段として平仮名を選択している場合も含まれていた。

・誰にでも読めるように（苫小牧→とまこまい（正），とまこまき（誤り））

〔広報とまこまい〕

・地名（弘前）を正確に読んでもらうため。（※ひろまえと読ませない。）

〔広報ひろさき〕

・漢字だと読めない方もおり…〔広報わたり〕

・「木更津」は「きさらづ」なのか「きさらず」なのか，わかりづらいので，広

報紙のタイトルは，平仮名で表記して誰もがわかるようにしている〔広報きさ

らづ〕

一方，漢字を選択した理由は以下であった。

◇漢字を用いた場合の理由

� 親しみがもて，愛着を感じるため（２）

� 分かりやすいため（１）

� デザイン性を重視したため（１）

このほか，片仮名，ローマ字を用いた理由については，回答が得られな

かった。ただし，ローマ字については，参考になる回答が得られている。

調査対象期間（２００８年）には平仮名であった紙名がアンケート実施時（２００９

年）には紙名変更によってローマ字となっていた事例が２件あったからで

ある。

『広報紙こうべ』は２００９年１月から『広報紙 KOBE』に変更された。「文

字を大きくするなどの見直しにあたって，平仮名からリニューアルしまし

た。公募の結果選定し，市民に親しみのある文字であり国際都市としての

オリジナリティを表現できると判断したため，ローマ字表記にしていま

す。」と回答があった。また，『広報田辺』は２００９年７月からローマ字を併
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記した『広報田辺 Tanabe』に変更された。アンケートには「ローマ字は，

デザインとして使用しています。」と回答があった。

４．広報紙で特に配慮されている読者層

３．２．のアンケート（２００９年６月９日付け）では，次のような質問も行っ

ている（選択肢末尾の数字は回答数。複数回答可）。

・広報紙を編集する上で，特に配慮している読者層はありますか。当てはまるも

のを幾つでも選んでください。

（ア）高齢者（６６）（イ）子供（３４）（ウ）外国人（５）（エ）その他（２８）

最も多かった回答は，「高齢者」６６件で，回答９１件の７２．５％に当たる。

高齢者が公官庁で使用する言葉に何を求めているかについて，最近興味

深い調査結果が報告されている。文化庁文化部国語課が実施した『平成２２

年度国語に関する世論調査』５）（２０１１）の問１２では，「公官庁などの文書で

使用する言葉としてのふさわしさ」についての質問調査が行われた。

調査語は，「措置」「救援する」「懇請」「一環として」「充当する」「即応

した」「牙保」「拒否する」「阻む」「充 する」「堅持する」「陳述する」の

１２語である。このうち，「牙保」「懇請」「充 する」は「公官庁などが示

す文書では，もっと分かりやすい言葉に置き換えた方が良い」の割合がそ

れぞれ６５．７％，５４．４％，４７．６％で，「公官庁などが示す文書で使用しても

問題ない」の割合を上回った。この世論調査の前問（問１１）では，同じ１２

語について「日常生活で見掛ける言葉か」を質問調査しており，その結果

と合わせると，

「日常生活で見掛ける（計）」の割合が高い語ほど「公官庁などが示す文書で使用

しても問題ない」と答えた人の割合も高くなる傾向が見られる（同報告書５１ペー

ジ）
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という。

また，「措置」「救援する」「一環として」「即応した」「拒否する」「阻む」

は，男女６０歳以上で，

「公官庁などが示す文書では，もっと分かりやすい言葉に置き換えた方が良い」

の割合が他の年代に比べ高くなっている（同報告書５１ページ）

という。

以上からは，現代社会で《公官庁などが示す文書でも，日常生活でも使

う言葉で書くことが求められていること》，《高齢者ほど分かりやすい言葉

を望んでいること》が分かる。

広報紙も，こうした社会の要請に配慮しながら編集されている媒体と言

える。

５．広報紙の表記のよりどころ

広報紙は，用字のよりどころを何に求めているのであろうか。３．２．のア

ンケート（２００９年６月９日付け）では，次のような質問も行った（選択肢

末尾の数字は回答数）。

・広報紙の編集担当者として，語の書き表し方（ある語を漢字で書くか仮名で書

くかなど）について疑問を持ったり，迷ったりすることはありますか。次の中

から，当てはまるものを一つ選んでください。

（ア）よくある（４３） （イ）時々ある（４２）

（ウ）余りない（５） （エ）全くない（１）

疑問をもったり，迷ったりすることについて，「よくある」「時々ある」

を合せた「ある」は８５件に上る。これは，回答のあった広報紙（９１件）の

９３．４％に当たる。

さらに，（ア）（イ）を選んだ回答者への質問として，次の質問をした（選
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択肢末尾の数字は回答数。複数回答可）。

・では，どのような方法で解決していますか。あてはまるものを，

幾つでも選んでください。

（ａ）担当者が独自に判断する（４）

（ｂ）上司や同僚に尋ねる（４２）

（ｃ）広報紙のバックナンバーで，同じ語の書き表し方を調べる（５４）

（ｄ）一般書籍・雑誌で，同じ語の書き表し方を調べる（９）

（ｅ）新聞の紙面で，同じ語の書き表し方を調べる（１５）

（ｆ）新聞社の用字用語集を調べる（７１）

（ｇ）国の機関等の公文書のよりどころ・基準を調べる（２）

（ｈ）自分の市区町村独自のよりどころ・基準があるので，それに従う（１９）

（ｉ）外部の機関に問い合わせる（２）

（ｊ）その他（９）

独自の表記基準（漢字で書くか仮名で書くか等のよりどころ）をもって

いるのは，「（ｈ）自分の市区町村独自のよりどころ・基準があるので，そ

れに従う」と回答した１９件で，全９１紙の２０．９％に当たる。例えば，豊島区

では，「広報としま 表記ルール」を庁内の全課に配付し，統一をはかっ

ている」という。

最も多く選択されたのは，「（ｆ）新聞社の用字用語集を調べる」で５４件

あった。「（ｊ）その他」を選択した場合の自由記述にも「「記者ハンドブ

ック」を参考にする」（伊豆市），「NHKの用字用語集で調べる」（江東区）

が１件ずつあった。これに，「（ｅ）新聞の紙面で，同じ語の書き表し方を

調べる」１５件を加えると，計７１件（約７８．０％）が報道機関の表記（用語用

字集）を参考にしていることになる。

一方，公用文の用字を参考にしているという回答は，少数派であった。

「（ｇ）国の機関等の公文書のよりどころ・基準を調べる」は２件にすぎな

かった。「（ｊ）その他」の自由記述に記された，「「公用文の表記」（東方
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出版社）を使用する」（豊島区），「常用漢字であるかどうか辞書で確かめ，

常用漢字外であれば，ルビをふったり，平仮名にしたりします」「「確定国

語表記（MG図書）」を参考にします」「新聞は「誰」とかという文字を常

用漢字外なのに使用しているので参考にしません」（以上，天理市），「「公

用文の表記」を参照する」（田辺市）の３件を加えても，計５件（５．５％）

に留まった。

報道機関の表記（用語用字集）が最も多く参照されるのは，広報紙が新

聞と近い性格を持っているという判断によるものであろう。しかし，市区

町村の広報紙は広報だけでなく広聴６）も目的としており，本稿８．で示すよ

うに，生活者や現場の「声」の引用，注意喚起・呼びかけといった，新聞

と異なる文体も多く使われる媒体である。また，表記ルールを独自に整理

している市区町村が２割程度存在することからも，報道機関の表記（用字

用語集）は，あくまで代用として用いられたものと考えられる。

６．広報紙における副詞 ―公用文の用語例との比較―

回答のあった広報紙の８割近くが参照している報道機関の表記基準は常

用漢字表を土台としている７）。公用文の用字も常用漢字表８）を基準としてお

り，両者の用字は大きく違ったものにはなっていないはずである。

しかし，広報紙担当者から「公用文と広報紙では，使われる言葉が全く

異なる」旨の意見がよく聞かれる。果たして，広報紙と公用文用語とでは

どの程度異なるのだろうか。

ここでは，広報紙で使用される副詞が，公用文のそれとどう違うのかに

ついて検討してみたい。

公用文の書き表し方についての資料として，本調査の時点では，文化庁

編『公用文の書き表し方の基準（資料集）増補二版』（平成１３年５月３０日
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・第一法規株式会社）が存在した。この資料集中で，副詞の表記のよりど

ころとなるものは，以下の二種である。

《公用文における漢字使用等について》

「常用漢字表」を受けて，事務次官会議が，各政府機関が作成する公用文の表記

の統一を図るために申合せたものである。昭和５６年１０月１日に内閣官房長官から

各省庁事務次官あてに「通知」されたもので，各省庁はこれに沿って文書の表記

を行うことになっている。

《文部省用字用語例》

「常用漢字用」及び「公用文における漢字使用等について」を受けて，昭和５６年

１２月に，文部省で公用文を作成する上での参考にするためとして，省内に配布さ

れたものである。

このうち，示された用語数が多いのは「文部省用字用語例」で，副詞と

しての使用が可能なのは以下の１６６項目である。以下，「文部省用字用語例」

の「書き表し方」欄の表記によって示す（下線を付したものは，「文部省

用字用語例」で言い換えの語句が示されており，公用文でも避けられるも

の）。

〔ア行〕あいにく あえて 飽くまで あたかも 余り あらかじめ

改めて 併せて 勢い 幾ら いささか いずれ 至って

一番 一向 一切 一緒 一斉 一層 いったん 今更

いまだ いよいよ いろいろ 言わば いわんや 大いに

大方 おおむね おおよそ おかげ 恐らく 追って

各・各々 おのずから 主に およそ

〔カ行〕概して かえって かつて 必ず かなり かねて 極めて

くれぐれも けだし けっこう ごく こぞって 殊に

ころ

〔サ行〕幸い さきに 先ほど さすがに 早速 さほど 更に

強いて しきりに 至極 実に しばしば しばらく 十分
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随分 少なくとも すぐに 少し 既に すべて せっかく

切に 是非 総じて 相当 そもそも

〔タ行〕大概 大層 大体 大抵 大分 大変 絶えず 互いに

たくさん 多少 ただ 直ちに たちまち たとい（たとえ）

例えば 多分 近ごろ 逐一 ちょうど ちょっと 次いで

ついでに ついに 都度 努めて 常に 到底 とうとう

とかく（とにかく，とにもかくにも） とき 特に 突然

とても 取りあえず

〔ナ行〕なお なかなか 半ば なぜ 何とぞ なるべく なるほど

如実に にわか

〔ハ行〕初めて 果たして 日ごと 日ごろ ひたすら ひとしお

一たび 独り 再び ふだん ふと 奮って ほとんど

ほぼ 本当

〔マ行〕誠に 正に まず ますます 又 真っ先 全く まま

間もなく 自ら みだりに むしろ もし もちろん 最も

専ら もとより

〔ヤ行〕やがて やはり やむを得ず やや 悠々 ようやく 余計

よほど より よろしく

〔ワ行〕わざと わずか 割合 割に

このうち，広報紙での使用が認められなかった副詞は，「いきおい」「い

たって」「いわんや」「おのずから」「およそ」「けだし」「たいがい」「たい

てい」「つとめて」「にわか」「ひとり」「また」「まま」「わざと」「わりあ

い」「わりに」の１６語であった。漢文訓読臭の強い「いわんや」「けだし」

は「文部省用字用語例」でも，それぞれ〔いうまでもなく〕〔多分，大方〕

という言い換えの例が示されており，公用文でも避けられる方向にある。

これら１６語を除いた１５０の副詞は，広報紙でも使用されるものであった。
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７．広報紙における副詞の表記 ―公用文の用字との比較―

７．１．広報紙で用字の揺れがない副詞

広報紙で用字に揺れがない副詞の表記について，「文部省用字用語例」（以

下，「用字用語例」とする）と，相違は少ないことが分かる。

表２は，用字用語例で平仮名表記を採用している場合で，広報紙も平仮

名表記となることが多い。ナニトゾ１語だけは広報紙で「何卒」と漢字表

記され，用字用語例と異なっていた。

表３は，用字用語例で漢字表記を採用している場合で，広報紙も漢字表

記となるものが多い。イクラ，イマサラ，イワバ，オソラク，タイソウ，

タブン，ヒトタビの７語は広報紙でそれぞれ，「いくら」「いまさら」「い

わば」「おそらく」「たいそう」「たぶん」「ひとたび」と平仮名表記され，

用字用語例と異なっていた。

７．２．広報紙で用字の揺れがある副詞

広報紙での用字に揺れがある副詞について，用字用語例と比較する。

表４は，用語用字例で仮名表記を採用している場合で，広報紙でも平仮

名表記が漢字表記を上回ることが多い。これとは反対に，広報紙で漢字表

記が平仮名表記を上回ったのは，コロ，ケッコウ，サキニ，フダンの４語

で，それぞれ「頃」「結構」「先に」「普段」と表記されていた。

また，表５は用字用語例で漢字表記を採用している場合で，広報紙でも

漢字表記が平仮名表記を上回ることが多い。ただし，コトニ，ハタシテの

２語は漢字表記と平仮名表記が同数，アマリ，サラニ，ズイブン，スデニ，

ゼヒ，ダイブ，マサニ，マモナク，ユウユウの９語は，平仮名表記（「あ

まり」「さらに」「ずいぶん」「すでに」「ぜひ」「だいぶ」「まさに」「まも

なく」「ゆうゆう」）が漢字表記を上回った。
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語
用字用語例の
表記

広 報 紙
平仮名表記 頻度 漢字表記 頻度 合計

イズレ いずれ
いずれ ９８８ 何れ ０

９８８
孰れ ０

ヨリ より より ３９６ 自 ０ ３９６

トテモ とても とても 迚も ０ ３０１

チョット ちょっと ちょっと １４４ 一寸 ０ １４４

ヨロシク よろしく
よろしく 宜しく ０

９４
宜敷 ０

モシモシ もしもし もし ９１ 若し ０ ９１

ナルベク なるべく なるべく ８９ 可成 ０ ８９

ナカナカ なかなか

なかなか ８１ 中々 ０

８１仲々 ０

却々 ０

イヨイヨ いよいよ いよいよ ６１ 愈 ０ ６１

タダ ただ
ただ ５９ 唯 ０

５９
０ 只 ０

ホボ ほぼ ほぼ ５７ 略 ０ ５７

カツテ かつて かつて ４６ 嘗て ０ ４６

モチロン もちろん もちろん ４０ 勿論 ０ ４０

ヤハリ やはり やはり ３９ 矢張り ０ ３９

カナリ かなり かなり ３６ 可成り ０ ３６

ナルホド なるほど なるほど ３０ 成程 ０ ３０

シバラク しばらく しばらく ２７ 暫く ０ ２７

ヤガテ やがて やがて ２７ 軈て ０ ２７

モトヨリ もとより
もとより ２６ 固より ０

２６
素より ０

ヤヤ やや やや ２３ 稍 ０ ２３

アイニク あいにく あいにく １８ 生憎 ０ １８

ゴク ごく ごく １８ 極 ０ １８

タトイ たとい
たとい ０ 伝令 ０

１８
たとえ １８ ０

アクマデ 飽くまで
飽くまで ０ 飽く迄 ０

１７
あくまで １７ あく迄 ０

クレグレモ くれぐれも くれぐれも １５ 呉々も ０ １５

ヨウヤク ようやく ようやく １５ 漸く ０ １５

シバシバ しばしば しばしば １４ 屡々 ０ １４

フト ふと ふと １０ 不図 ０ １０

トリアエズ 取りあえず
取りあえず ０ 取り敢えず ０

８
とりあえず ８ とり敢えず ０

カエッテ かえって かえって ７ 却って ０ ７

ムシロ むしろ むしろ ７ 寧ろ ０ ７

ソモソモ そもそも そもそも ６ 抑も ０ ６

アエテ あえて あえて ５ 敢えて ０ ５

アタカモ あたかも あたかも ５ 恰も ０ ５

カネテ かねて かねて ５ 予て ０ ５

セッカク せっかく せっかく ５ 折角 ０ ５

ヒゴト 日ごと 日ごと ５ 日毎 ０ ５

ヒタスラ ひたすら ひたすら ５ 只管 ０ ５

サキホド 先ほど 先ほど ４ 先程 ０ ４

サスガニ さすがに さすがに ４ 流石に ０ ４

タチマチ たちまち たちまち ４ 忽ち ０ ４

ツイデニ ついでに ついでに ４ 序に ０ ４

トウトウ とうとう とうとう ４ 到頭 ０ ４

ミダリニ みだりに
みだりに ４ 妄に ０

４
濫に ０

イササカ いささか
いささか ２ 些か ０

２
０ 聊か ０

オオヨソ おおよそ おおよそ ２ 大凡 ０ ２

コゾッテ こぞって こぞって ２ 挙って ０ ２

シキリニ しきりに しきりに ２ 頻りに ０ ２

ヒトシオ ひとしお ひとしお ２ 一入 ０ ２

ヨホド よほど よほど ２ 余程 ０ ２

サホド さほど
さほど １ 左程 ０

１
然程 ０

トカク とかく とかく １ 兎角 ０ １

ナニトゾ 何とぞ
何とぞ ０ 何卒 １

１
なにとぞ ０

表２ 広報紙で用字の揺れがない副詞（用字用語例で平仮名表記の語）
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語
用字用語例
の表記

広 報 紙
平仮名表記 頻度 漢字表記 頻度 合計

タガイニ 互いに たがいに ０ 互いに １０１ １０１

タショウ 多少 たしょう ０ 多少 ２３ ２３

サイワイ 幸い さいわい ０ 幸い １２ １２

サッソク 早速 さっそく ０ 早速 １０ １０

ジツニ 実に じつに ０ 実に １０ １０

スクナクトモ 少なくとも すくなくとも ０ 少なくとも ９ ９

オッテ 追って おって ０ 追って ７ ７

オノオノ 各・各々
おのおの ０ 各々 ４

４
各 ４ 各 ０

ソウトウ 相当 そうとう ０ 相当 ３ ３

ツイデ 次いで ついで ０ 次いで ３ ３

イッコウ 一向 いっこう ０ 一向 ２ ２

ガイシテ 概して がいして ０ 概して ２ ２

トウテイ 到底 とうてい ０ 到底 ２ ２

マッサキ 真っ先 まっさき ０ 真っ先 ２ ２

オオカタ 大方 おおかた ０ 大方 １ １

シイテ 強いて しいて ０ 強いて １ １

シゴク 至極 しごく ０ 至極 １ １

セツニ 切に せつに ０ 切に １ １

ソウジテ 総じて そうじて ０ 総じて １ １

タエズ 絶えず たえず ０ 絶えず １ １

チクイチ 逐一 ちくいち ０ 逐一 １ １

ナカバ 半ば なかば ０ 半ば １ １

ニョジツニ 如実に にょじつに ０ 如実に １ １

イクラ 幾ら いくら ２０ 幾ら ０ ２０

イワバ 言わば いわば ９ 言わば ０ ９

タブン 多分 たぶん ６ 多分 ０ ６

オソラク 恐らく おそらく ４ 恐らく ０ ４

タイソウ 大層 たいそう ２ 大層 ０ ２

ヒトタビ 一たび ひとたび ２ 一度 ０ ２

イマサラ 今更 いまさら １ 今更 ０ １

語
用字用語例
の表記

広 報 紙
平仮名表記 頻度 漢字表記 頻度 合計

スベテ すべて

すべて ２３５ 全て ３４

２６９総て ０

凡て ０

マズ まず まず ２３３ 先ず ４ ２３７

オオムネ おおむね おおむね ２０９ 概ね ２６ ２３５

トキ とき とき、 １７６ 時、 ５５ ２３１

タクサン たくさん たくさん ２０４ 沢山 ２ ２０６

ヒゴロ 日ごろ 日ごろ １５６ 日頃 ３５ １９１

スグニ すぐに すぐに １７１ 直に １ １７２

アラカジメ あらかじめ あらかじめ １１０ 予め ６ １１６

ナゼ なぜ なぜ １１２ 何故 ４ １１６

ホトンド ほとんど ほとんど ７０ 殆ど １ ７１

マスマス ますます ますます ６４ 益々 ３ ６７

オカゲ おかげ おかげ ５１ お陰 ６ ５７

ワズカ わずか わずか ４１ 僅 １ ４２

イッタン いったん いったん ３０ 一旦 ８ ３８

ナオ なお
なお ３３ 尚 １

３４
猶 ０

チョウド ちょうど ちょうど ２４ 丁度 １ ２５

イロイロ いろいろ
いろいろ ２１ 色々 １

２２
種々 ０

イマダ いまだ いまだ １５ 未だ ５ ２０

ツイニ ついに ついに １４ 遂に １ １５

チカゴロ 近ごろ 近ごろ ３ 近頃 １ ４

コロ ころ ころ １５３ 頃 １８７ ３４０

フダン ふだん ふだん １０ 普段 １３６ １４６

ケッコウ けっこう けっこう ３ 結構 １１ １４

サキニ さきに さきに ２ 先に ６ ８

表３ 広報紙で用字の揺れがない副詞（用字用語例で漢字表記の語）

表４ 広報紙で用字の揺れがある副詞（用字用語例で平仮名表記の語）
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７．３．副詞の平仮名表記への傾斜と漢字表記への傾斜

用字用語例と比較して，広報紙で平仮名表記へと傾斜しているのは，イ

クラ，イワバ，タブン，オソラク，タイソウ，ヒトタビ，イマサラ，ゼヒ，

サラニ，スデニ，アマリ，マサニ，マモナク，ユウユウ，ズイブン，ダイ

ブの各語である。

これらを平仮名で「いくら」「いわば」「たぶん」「おそらく」「たいそう」

語
用字用語例の
表記

広 報 紙
平仮名表記 頻度 漢字表記 頻度 合計

イッショ 一緒 いっしょ ７７ 一緒 ７１７ ７９４

カナラズ 必ず かならず ８ 必ず ６５１ ６５９

ハジメテ 初めて はじめて ２６ 初めて ２５８ ２８５

スコシ 少し すこし １ 少し ２６６ ２６７

ジュウブン 十分
じゅうぶん ７ 十分 ２３５

２４９
充分 ０

タイヘン 大変 たいへん １３ 大変 ２２４ ２３７

オモニ 主に おもに ２ 主に １７５ １７７

モットモ 最も もっとも １５ 最も １６０ １７５

トクニ 特に とくに ４ 特に １５７ １６１

イチバン 一番 いちばん １１ 一番 １３６ １４７

ホントウニ 本当 ほんとう ２ 本当 １３２ １３４

アワセテ 併せて あわせて ５７ 併せて ７４ １３１

アラタメテ 改めて あらためて ４２ 改めて ８４ １２６

タトエバ 例えば たとえば ２６ 例えば ９６ １２２

ミズカラ 自ら みずから ２ 自ら １１１ １１３

ツネニ 常に つねに １ 常に １０７ １０８

イッソウ 一層 いっそう １４ 一層 ５７ ７１

マッタク 全く まったく ２３ 全く ３４ ５７

イッセイ 一斉 いっせい １ 一斉 ５３ ５４

フタタビ 再び ふたたび ３ 再び ４２ ４５

イッサイ 一切 いっさい ４ 一切 ４０ ４４

トツゼン 突然 とつぜん １ 突然 ３６ ３７

キワメテ 極めて きわめて ５ 極めて ３０ ３５

オオイニ 大いに おおいに ２ 大いに ２９ ３１

フルッテ 奮って ふるって １２ 奮って １９ ３１

タダチニ 直ちに ただちに ４ 直ちに ２０ ２４

ツド 都度 つど ６ 都度 １５ ２１

ヤムヲエズ やむを得ず
やむをえず ２ やむを得ず １９

２１
已むを得ず ０

ダイタイ 大体 だいたい ４ 大体 ６ １０

マコトニ 誠に

まことに ２ 誠に ５

７真に ０

実に ０

モッパラ 専ら もっぱら ２ 専ら ５ ７

ヨケイ 余計 よけい １ 余計 ２ ３

ハタシテ 果たして はたして ２ 果たして ２ ４

コトニ 殊に ことに １ 殊に １ ２

ゼヒ 是非 ぜひ ７２７ 是非 ４１ ７６８

サラニ 更に さらに ２３０ 更に ２６ ２５６

スデニ 既に すでに １７８ 既に ７８ ２５６

アマリ 余り あまり １１１ 余り ４２ １５３

マサニ 正に まさに ３９ 正に ３ ４２

マモナク 間もなく まもなく １４ 間もなく １３ ２７

ユウユウ 悠々 ゆうゆう １５ 悠々 ７ ２２

ズイブン 随分 ずいぶん ９ 随分 ５ １４

ダイブ 大分 だいぶ ６ 大分 ２ ８

表５ 広報紙で用字の揺れがある副詞（用字用語例で漢字表記の語）
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「ひとたび」「いまさら」「ぜひ」「さらに」「すでに」「あまり」「まさに」「ま

もなく」「ゆうゆう」「ずいぶん」「だいぶ」と書いた場合は，表音的に語

形だけを表記したということになる。一方，公用文式に「幾ら」「言わば」

「多分」「恐らく」「大層」「一たび」「今更」「是非」「更に」「既に」「余り」

「正に」「間もなく」「悠々」「随分」「大分」と漢字で書いた場合，副詞化

する前の原義も想起させ得ることになる。平仮名を選んだ方が，情報量は

少ない。副詞が，語の原義が薄まって機能語することによって定着したも

のであることを考えると，この情報量の少なさは情報伝達上のマイナスと

はならない。

斎藤（２００９a）では，公用文と一般書籍の用字（平仮名か漢字か）につ

いて比較した結果，以下の傾向があることを指摘した。

実質的意味が希薄な語等は，〔仮名書きを表従順とした場合は表記の

ゆれが少ない〕，〔漢字書きを標準とした場合は表記の揺れが大きく出

ることがある〕と追う傾向があることが考慮されるべきであろう（２５

ページ）

また，斎藤（２００９b）では公用文の表記について，

公用文の基準は，副詞，連体詞，接続詞の表記において漢字表記に偏

っていることがある（１１６ページ）

ことを指摘した。

広報紙の副詞に平仮名表記への傾斜が見られることは，現代の書き言葉

の一般の傾向を反映しているものと言えよう。

ただし、一部の副詞は，漢字表記への傾斜が見られる場合がある。ケッ

コウ，コロ，サキニ，フダンの各語がこれに該当する。
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８．記事内容と表記の関係

８．１．記事内容の分類

広報紙は，新聞と似たフォーマットながら，その記事内容は特有のもの

である。本稿では，広報紙の記事内容を以下の７ジャンルに分けた。

（１）市区町村の施策に関する記事

（２）催事，施設に関する記事

（３）手続方法，通知の時期，参加資格・募集条件に関する記事

（４）注意喚起・呼びかけを目的とする記事

（５）生活の情報，健康・保健に関する記事

（６）生活者や現場の「声」の引用（会話文）

（７）地域の風俗・行事・歴史に関する記事

この７ジャンルと副詞の使用の関係を見ると，特定の記事内容に偏在す

るものと，広範な記事内容に使われるものとがある。

以下では，使用数が上位の副詞を対象に，《特定の記事内容への偏在の

有無》と《表記の揺れの様子》との関係を見ることにする。

使用数が上位の副詞は，副詞全体の延べ語数１１，５７９語を１００％とし，上

位からの累積度数が８０％を超えるまでの副詞とした。表６の３５位までの副

詞がそれに当たる。
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順位 語 頻度 度数％ 累積度数％ 順位 語 頻度 度数％ 累積度数％
１ イズレ ９８８ ８．５３％ ８．５３％ ７５ ツド ２１ ０．１８％ ９６．０５％
２ イッショ ７９４ ６．８６％ １５．３９％ ７５ ヤムヲエズ ２１ ０．１８％ ９６．２３％
３ ゼヒ ７６８ ６．６３％ ２２．０２％ ７７ イクラ ２０ ０．１７％ ９６．４１％
４ カナラズ ６５９ ５．６９％ ２７．７１％ ７７ イマダ ２０ ０．１７％ ９６．５８％
５ ヨリ ３９６ ３．４２％ ３１．１３％ ７９ ゴク １８ ０．１６％ ９６．７４％
６ コロ ３４０ ２．９４％ ３４．０７％ ７９ タトイ １８ ０．１６％ ９６．８９％
７ トテモ ３０１ ２．６０％ ３６．６７％ ８１ アクマデ １７ ０．１５％ ９７．０４％
８ ハジメテ ２８５ ２．４６％ ３９．１３％ ８２ クレグレモ １５ ０．１３％ ９７．１７％
１０ スコシ ２６７ ２．３１％ ４３．７６％ ８２ ヨウヤク １５ ０．１３％ ９７．４３％
１１ サラニ ２５６ ２．２１％ ４５．９７％ ８５ ケッコウ １４ ０．１２％ ９７．５５％
１１ スデニ ２５６ ２．２１％ ４８．１８％ ８５ シバシバ １４ ０．１２％ ９７．６７％
１３ ジュウブン ２４９ ２．１５％ ５０．３３％ ８５ ズイブン １４ ０．１２％ ９７．７９％
１４ タイヘン ２３７ ２．０５％ ５２．３８％ ８８ サイワイ １２ ０．１０％ ９７．８９％
１４ マズ ２３７ ２．０５％ ５４．４３％ ８９ サッソク １０ ０．０９％ ９７．９８％
１６ オオムネ ２３５ ２．０３％ ５６．４６％ ８９ ジツニ １０ ０．０９％ ９８．０７％
１７ トキ（、） ２３１ １．９９％ ５８．４５％ ８９ ダイタイ １０ ０．０９％ ９８．１５％
１８ タクサン ２０６ １．７８％ ６０．２３％ ８９ フト １０ ０．０９％ ９８．２４％
１９ ヒゴロ １９１ １．６５％ ６１．８８％ ９３ イワバ ９ ０．０８％ ９８．３２％
２０ オモニ １７７ １．５３％ ６３．４１％ ９３ スクナクトモ ９ ０．０８％ ９８．３９％
２１ モットモ １７５ １．５１％ ６４．９２％ ９５ サキニ ８ ０．０７％ ９８．４６％
２２ スグニ １７２ １．４９％ ６６．４０％ ９５ ダイブ ８ ０．０７％ ９８．５３％
２３ トクニ １６１ １．３９％ ６７．８０％ ９５ トリアエズ ８ ０．０７％ ９８．６０％
２４ イチバン １４７ １．２７％ ６９．０６％ ９８ オッテ ７ ０．０６％ ９８．６６％
２５ フダン １４６ １．２６％ ７０．３３％ ９８ カエッテ ７ ０．０６％ ９８．７２％
２６ チョット １４４ １．２４％ ７１．５７％ ９８ マコトニ ７ ０．０６％ ９８．７８％
２７ アラタメテ １２６ １．０９％ ７２．６６％ ９８ ムシロ ７ ０．０６％ ９８．８４％
２８ タトエバ １２２ １．０５％ ７３．７１％ １０２ ソモソモ ６ ０．０５％ ９８．８９％
２９ アラカジメ １１６ １．００％ ７４．７１％ １０２ タブン ６ ０．０５％ ９８．９５％
２９ ナゼ １１６ １．００％ ７５．７１％ １０４ アエテ ５ ０．０４％ ９８．９９％
３１ ミズカラ １１３ ０．９８％ ７６．６９％ １０４ アタカモ ５ ０．０４％ ９９．０３％
３２ ホントウ（ニ） １１１ ０．９６％ ７７．６５％ １０４ カネテ ５ ０．０４％ ９９．０８％
３３ ツネニ １０８ ０．９３％ ７８．５８％ １０４ セッカク ５ ０．０４％ ９９．１２％
３４ アマリ １０４ ０．９０％ ７９．４８％ １０４ ヒゴト ５ ０．０４％ ９９．１６％
３５ タガイニ １０１ ０．８７％ ８０．３５％ １０４ ヒタスラ ５ ０．０４％ ９９．２１％
３６ ヨロシク ９４ ０．８１％ ８１．１６％ １０４ モッパラ ５ ０．０４％ ９９．２５％
３７ モシ ９１ ０．７９％ ８１．９５％ １１１ オソラク ４ ０．０３％ ９９．２８％
３８ ナルベク ８９ ０．７７％ ８２．７２％ １１１ オノオノ ４ ０．０３％ ９９．３２％
３９ ナカナカ ８１ ０．７０％ ８３．４２％ １１１ サキホド ４ ０．０３％ ９９．３５％
４０ アワセテ ７４ ０．６４％ ８４．０６％ １１１ サスガニ ４ ０．０３％ ９９．３９％
４１ イッソウ ７１ ０．６１％ ８４．６７％ １１１ タチマチ ４ ０．０３％ ９９．４２％
４１ ホトンド ７１ ０．６１％ ８５．２８％ １１１ チカゴロ ４ ０．０３％ ９９．４６％
４３ マスマス ６７ ０．５８％ ８５．８６％ １１１ ツイデニ ４ ０．０３％ ９９．４９％
４４ イヨイヨ ６１ ０．５３％ ８６．３９％ １１１ トウトウ ４ ０．０３％ ９９．５３％
４５ タダ ５９ ０．５１％ ８６．９０％ １１１ ハタシテ ４ ０．０３％ ９９．５６％
４６ オカゲ ５７ ０．４９％ ８７．３９％ １１１ ミダリニ ４ ０．０３％ ９９．５９％
４６ ホボ ５７ ０．４９％ ８７．８８％ １２１ ソウトウ ３ ０．０３％ ９９．６２％
４６ マッタク ５７ ０．４９％ ８８．３８％ １２１ ツイデ ３ ０．０３％ ９９．６５％
４９ イッセイ ５３ ０．４６％ ８８．８３％ １２１ ヨケイ ３ ０．０３％ ９９．６７％
５０ カツテ ４６ ０．４０％ ８９．２３％ １２４ イササカ ２ ０．０２％ ９９．６９％
５１ フタタビ ４５ ０．３９％ ８９．６２％ １２４ イッコウ ２ ０．０２％ ９９．７１％
５２ イッサイ ４４ ０．３８％ ９０．００％ １２４ オオヨソ ２ ０．０２％ ９９．７２％
５３ マサニ ４２ ０．３６％ ９０．３６％ １２４ ガイシテ ２ ０．０２％ ９９．７４％
５３ ワズカ ４２ ０．３６％ ９０．７２％ １２４ コゾッテ ２ ０．０２％ ９９．７６％
５５ モチロン ４０ ０．３５％ ９１．０７％ １２４ コトニ ２ ０．０２％ ９９．７８％
５６ ヤハリ ３９ ０．３４％ ９１．４１％ １２４ シキリニ ２ ０．０２％ ９９．７９％
５７ イッタン ３８ ０．３３％ ９１．７４％ １２４ タイソウ ２ ０．０２％ ９９．８１％
５８ トツゼン ３７ ０．３２％ ９２．０５％ １２４ トウテイ ２ ０．０２％ ９９．８３％
５９ カナリ ３６ ０．３１％ ９２．３７％ １２４ ヒトシオ ２ ０．０２％ ９９．８４％
６０ キワメテ ３５ ０．３０％ ９２．６７％ １２４ ヒトタビ ２ ０．０２％ ９９．８６％
６１ ナオ ３４ ０．２９％ ９２．９６％ １２４ マッサキ ２ ０．０２％ ９９．８８％
６２ オオイニ ３１ ０．２７％ ９３．２３％ １２４ ヨホド ２ ０．０２％ ９９．９０％
６２ フルッテ ３１ ０．２７％ ９３．５０％ １３７ イマサラ １ ０．０１％ ９９．９１％
６４ ナルホド ３０ ０．２６％ ９３．７６％ １３７ サホド １ ０．０１％ ９９．９１％
６５ シバラク ２７ ０．２３％ ９３．９９％ １３７ シイテ １ ０．０１％ ９９．９２％
６５ ヤガテ ２７ ０．２３％ ９４．２２％ １３７ シゴク １ ０．０１％ ９９．９３％
６７ マモナク ２６ ０．２２％ ９４．４５％ １３７ セツニ １ ０．０１％ ９９．９４％
６７ モトヨリ ２６ ０．２２％ ９４．６７％ １３７ ソウジテ １ ０．０１％ ９９．９５％
６９ チョウド ２５ ０．２２％ ９４．８９％ １３７ タエズ １ ０．０１％ ９９．９６％

７０ タダチニ ２４ ０．２１％ ９５．０９％ １３７ チクイチ １ ０．０１％ ９９．９７％

７１ タショウ ２３ ０．２０％ ９５．２９％ １３７ トカク １ ０．０１％ ９９．９７％

７１ ヤヤ ２３ ０．２０％ ９５．４９％ １３７ ナカバ １ ０．０１％ ９９．９８％

７３ イロイロ ２２ ０．１９％ ９５．６８％ １３７ ナニトゾ １ ０．０１％ ９９．９９％

７３ ユウユウ ２２ ０．１９％ ９５．８７％ １３７ ニョジツニ １ ０．０１％ １００．００％

合 計 １１５７９

表６ 広報紙で用いられた副詞の頻度数及び累積度数
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８．２．特定の記事内容に偏在する副詞

使用数が上位の副詞３５語の中で，特定の記事内容に偏在する副詞は以下

の１６語であった。

◇特定の記事内容に偏在する副詞（使用頻度順）

イズレ，イッショ，ゼヒ，カナラズ，ヨリ，トテモ，スベテ，

ジュウブン，オオムネ，チョット，タトエバ，アラカジメ，ナゼ，

ホントウニ，ツネニ，タガイニ

これらの１６語について，目立って使用される別に特徴的な語という視点

で整理すると以下のようになる。

（１）「市区町村の施策に関する記事」での使用が多くを占める副詞

《平仮名表記》ヨリ

《平仮名表記が多い》スベテ，オオムネ，ナゼ

《漢字表記が多い》ツネニ

（２）催事，施設に関する記事での使用が多くを占める副詞

《平仮名表記》イズレ

《平仮名表記が多い》ゼヒ

《漢字表記が多い》イッショ

（３）「手続方法，通知の時期，参加資格・募集条件に関する記事」での

使用が多くを占める副詞

《平仮名表記》イズレ

《平仮名表記が多い》スベテ，オオムネ，アラカジメ

《漢字表記が多い》カナラズ，タトエバ，ツネニ

（４）注意喚起・呼びかけを目的とする記事

《漢字表記が多い》カナラズ，ジュウブン

《漢字表記》タガイニ

（５）生活の情報，健康・保健に関する記事

《平仮名表記》トテモ，チョット
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《漢字表記が多い》イッショ

（６）生活者や現場の「声」の引用（会話文）

《平仮名表記》トテモ

《漢字表記が多い》ホントウニ

（７）地域の風俗・行事・歴史に関する記事

《平仮名表記》トテモ

《平仮名表記が多い》ナゼ

《漢字表記が多い》タトエバ

８．３．広範な記事内容に使われる副詞

使用数が上位の副詞３５語の中で，広範な記事内容に使われる副詞は以下

の１９語であった。

◇広範な記事内容に使われる副詞（使用頻度順）

コロ，ハジメテ，スコシ，サラニ，スデニ，タイヘン，マズ，

トキ９），タクサン，ヒゴロ，オモニ，モットモ，スグニ，トクニ，

イチバン，フダン，アラタメ，ミズカラ，アマリ

８．４．記事内容と副詞の表記

特定の記事内容に偏在する副詞１６語について見ると，（１）～（３），（５）

～（７）の各ジャンルに特徴的な副詞には，平仮名表記が多い語もあれば

も漢字表記が多い語も見られる。その中で，（４）の「注意喚起・呼びか

けを目的とする記事」に特徴的な副詞は，漢字表記の方が多い。

カナラズは，以下の(a)(b)(c)のように，文頭に記号を伴った箇条書きの

短い文で使われがちである。

(a) ○ タバコの火は必ず消し，投げ捨ては絶対にやめましょう。〔広報おとふけ〕

(b) ○ 必ず水泳帽を着用すること〔広報ひろさき〕

(c) ● たばこは，必ず消すとともに，投げ捨てないこと〔広報あいづみさと〕
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ジュウブンは(d)(e)のように，文頭に記号を伴った箇条書きの短い文で

使われたり，(e)(f)のように動詞「注意する」を伴う固定表現として使わ

れたりする。

(d) ○ 夜間は，周囲に十分気を配り，スピードを抑えた運転を〔広報こおりや

ま〕

(e)・火の元には，十分注意しましょう。〔広報わたり〕

(f)花火をするときは，次のこと十分注意して行いましょう！〔広報ずし〕

タガイニは，(g)のように「お互いに」という固定した表現で用いられ

る。

(g) ★ 携帯電話や傘を使いながらの走行はたいへん危険です。お互いに気をつけ

あい，安全運転を心掛けましょう。〔ひがし区民のページ（札幌市東区）〕

以上のように，注意喚起・呼びかけを目的とする場合，短い文の中で情

報を的確に伝えるための表記として，漢字での表記が好まれることがある

と考えられる。

一方，広範な記事内容に使われる副詞１９語このうち，平仮名表記が多い

のは，

サラニ，スデニ，マズ，トキ，タクサン，ヒゴロ，スグニ，アマリ

であり，漢字表記が多いのは，

コロ，ハジメテ，スコシ，タイヘン，オモニ，モットモ，トクニ，

イチバン，フダン，アラタメテ，ミズカラ

である。

音読みの副詞であっても「たくさん」と平仮名表記が多い場合もあり，

訓読みの副詞であっても「～頃」「初めて」「少し」「主に」「最も」「改め

て」「自ら」と漢字を当てることもある。

７．３．で述べたように，広報紙の副詞には，平仮名表記に傾斜しているも

のと漢字表記に傾斜しているものとがあるが，今回調査した中では一定の

傾向は見出せず，語によって状況が異っていた。
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むすび

本稿で述べたことをまとめると，以下のようになる。

（１）広報紙の紙名中の地名表記は，平仮名が多い。広報紙の中で，平仮

名は，親しみや愛着を感じられがちで，柔らかくソフトな印象である

という理由によって好まれている。

（２）広報紙の多くは，高齢者に分かりやすいものであることを目指して

いる。世論調査の結果から，高齢者は分かりやすい言葉を望んでいる

求めていることが分かる。

（３）広報紙の表記のよりどころは，２割ほどの広報紙で独自に表記ルー

ルを作成している。最も多いのは，新聞等の表記（用字用語集）を代

用としている場合である。また，公用文の用字をよりどころとしてい

る場合は稀である。

（４）広報紙の副詞の用字は，公用文の用字と比較して，平仮名表記に傾

斜しているものと漢字表記に傾斜しているものとが見られる。

（５）広報紙の副詞は，同一ジャンルの記事内であっても用字の選択に特

定の傾向が認められない。ただし，「注意喚起・呼びかけを目的とす

る記事」に特徴的な副詞は，漢字表記に傾斜していることがある。

以上，話題が拡散してしまったが，公共性の高い情報媒体としての広報

紙の副詞とその表記について，現段階での調査の結果を報告した。

注

１）「（ア）漢字のみ」１７タイトルは，以下のとおり。

『広報遠野』，『浦和区版』（さいたま市浦和区），『鶴見区版』（横浜市鶴見区），『磯

子区版』（横浜市磯子区），『瀬谷区版』（横浜市瀬谷区），『守山区版』（名古屋市
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守山区），『右京区版』（京都市右京区），『宇治市政だより』，『広報京丹波』，『堺

区広報堺』（堺市堺区），『広報今治』，『広報土佐』，『広報田辺』，『市報松江』，『佐

伯区だより』（広島市佐伯区），『広報有田』，『市政だより天草』

２）「（イ）平仮名のみ」８０タイトルは，以下のとおり。

『ひがし区民のページ』（札幌市東区），『ていね区民のページ』（札幌市手稲区），

『広報とまこまい』，『広報のぼりべつ』，『広報おとふけ』，『広報ひろさき』，『広

報わたり』，『広報あきた』，『市報かみのやま』，『広報こおりやま』，『広報あい

づみさと』，『広報つちうら』，『広報とりで』，『広報つくばみらい』，『広報あし

かがみ』，『広報なすしおばら』，『広報みぶ』，『広報まえばし』，『広報おおた』，

『広報しぶかわ』，『市報さいたま』（さいたま市），『広報ところざわ』，『広報あ

げお』，『広報くりはし』，『ちば市政だより』（千葉市），『広報いちかわ』，『広報

きさらづ』，『広報そでがうら』，『広報しんじゅく』（東京都新宿区），『こうとう

区報』（東京都江東区），『区のお知らせせたがや』（東京都世田谷区），『広報と

しま』（東京都豊島区），『ねりま区報』（東京都練馬区），『市報むさしの』，『広

報まちだ』，『市報きよせ』，『広報よこはま』（横浜市），『市政だよりかわさき』

（川崎市），『区政なかはら』（川崎市中原区），『広報かまくら』，『広報ずし』，『広

報あつぎ』，『市報とおかまち「だんだん」』，『たかおか市民と市政』，『広報わじ

ま』，『広報こうふ』，『広報うえだ』，『広報みなみみのわ』，『広報ひだ』，『広報

はままつ』，『広報かけがわ』，『広報いず』，『広報なごや』，『広報とよた』，『広

報とうごう』，『広報いせ』，『広報かめやま』，『広報くさつ』，『広報あいこうか』，

『区民だよりよどがわ』（大阪市淀川区），『広報さかい』（堺市），『広報ひらかた』，

『広報紙こうべ』（神戸市），『区民広報紙なだ』（神戸市灘区），『広報ひめじ』，『広

報いこま』，『市報わかやま』，『広報よなご』，『広報やかげ』，『広報ひろしま市

民と市政』（広島市），『広報ひかり』，『広報おのみち』，『広報いしい』，『広報た

かまつ』，『広報くるめ』，『広報なかがわ』，『広報ながさき』，『市報べっぷ』，『広

報ひゅうが』，『広報きりしま』

３）「（オ）複数の文字種」の内訳は以下のとおり。

◇「漢字と平仮名」２タイトル

『南区役所だより「みなみ風」』（新潟市南区），『広報しずおか静岡気分』

（静岡市）

◇「漢字と片仮名」１タイトル

『広報南アルプス』

◇「漢字とローマ字」１タイトル

『天王寺区広報紙「いんふぉめしょん tennoji」』

◇「平仮名ローマ字」２タイトル

『市政広報 FUKUIふくい』，『広報たじみ「たじみすと Tajimist」』

４）「（カ）地名は含まれていない」６タイトルは，以下のとおり。
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『市民しんぶん』（京都市），『広報紙「もみじだより」』（箕面市），『広報「町

から町へ」』（天理市），『市政だより』（仙台市），『市政だより』（川崎市），『市

民のひろば』（名護市）

５）『平成２２年度国語に関する世論調査』は，層化２段無作為抽出法によって全国１６歳

以上の男女から３，０００人を抽出して面接聴取したもの。調査時期は，平成２３年２月１９

日～３月１６日。有効回答数は，６０．４％。

６）今回調査した中で広報紙担当部署名が「広報公聴課」となっていた市区町村が２６

件見られた。また，社団法人日本広報協会の広報用（http : //www.koho.or.jp/useful/

words/index.html）によると，「政策広報」とは，

周知だけでなく，理解や参加，協働などを目的とした広報のこと。政府や自治

体が，国民・市民などの施策の対象者に向けて，現状報告や課題・問題提起を

行い（広報），それに対して発せられた意見（広聴）を，事業や計画に反映させ

るプロセス全体をいう。

とある。

７）新聞用語懇談会の「新聞常用漢字表」は，日本新聞協会（２００７）によると，常用

漢字表の１９４５字から１１字を除いた上で４５字を加えて運用されていた。さらに，新聞

社が独自に少数の加除を行うことも多く，例えば毎日新聞「毎日漢字表」は，「新聞

常用漢字表」に９字を加えて運用されていた。

８）本調査で対象とした２００８年の時点では，昭和５６年１０月１日付けの「常用漢字表」

（１９４５字）が現行のものとしてあった。

９）ただし，「トキ，」としての使用に限る。
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